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【内容要旨】 
背景：対策型検診の有効性を評価するためには、メリットだけでなく、デメリット
の評価を正しく行い、net-benefitとしての評価が重要である。マンモグラフィ検診
は乳がんの早期発見および死亡数減少に寄与することから、40 歳以上のすべての女
性にその受診が推奨されている。しかしながら、偽陽性による追加精査や、被曝の
問題、治療の必要のない乳がんの発見、時間的拘束など受診者に対し一定の不利益
を与えることがわかっている。このような検診による不利益の１つに、心理的影響
があげられる。海外ではマンモグラフィ検診が与える心理的影響に関する報告が複
数行われているが、本邦での先行研究はなく本研究が初の報告になる。 
 
目的：乳がん検診で要精査となった者の不安・抑うつの程度を評価し、それに関連
する要因を検証する。 
 
方法：検診で要精査と評価され聖路加国際病院乳腺外科を受診した 320 人の女性を
対象に、質問紙調査を行い、HADS（Hospital Anxiety and Depression Scale）を用
いて不安・抑うつの程度を評価した。また、不安・抑うつとの程度と、受診者のス
トレスコーピングスタイル及び受診者個人の社会的環境、受診動機、検診歴との関
連性を解析した。 
 
結果：有効回答数は 312人（有効回答率 97.5％）であった。年齢の中央値は 45歳（23
－78歳）で、全体の 70％が不安・抑うつ状態であることが分かった。乳がんの家族
歴、居住地域、これまでの検診回数、これまでの要精査回数、精査受診までの日数
が有意に不安・抑うつの程度と有意に関連していた。また自己非難、行動諦め、否
認、気晴らし、情緒的サポート利用、感情表出などのストレスコーピングスタイル
と不安・抑うつの関連を有意に認めた。 
 
結語：乳がん検診で要精査となった 70％が不安・抑うつ状態であった。乳がん検診
の不利益と１つとして心理的負担があることを認識する必要がある。 
